３・４下　題材別カリキュラム
３・４下　題材別カリキュラム

	絵
	p.８-９　絵の具でゆめもよう　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す　　２～６

	目標
	水彩絵の具でいろいろな表し方を試しながら模様の紙をつくり，形や色などの感じを捉えながら，模様を生かして，表し方を工夫しながら絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	試しながら表すことを楽しみ，多様な表現方法や面白さを感じ取る子ども。
	○用具を使うことでいろいろな表し方ができることを知る。

○試したり，技法を組み合わせたりしながら，いろいろな模様の紙をつくる。

○模様を生かしながら，切ったり貼ったりして絵に表す。

○友人とお互いの作品を見合いながら，模様の使い方や作品のよさや面白さを味わう。
	教師：画用紙，ボール紙，段ボール，片面波段ボール，マーブリングセット，ローラー，ビー玉，トレー，金網，歯ブラシ など

児童：水彩用具一式，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	水彩絵の具を使っていろいろな表し方を試して模様の紙をつくったり，それらを使って表したりするときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどが分かっている。
	歯ブラシや網，ストローなどを適切に扱うとともに，水彩絵の具についての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，水彩絵の具で試して感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで水彩絵の具で，いろいろな表し方を試して，模様の紙をつくって表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：様々な用具を活用した表現は，今後の絵に表す活動だけでなく，水彩絵の具を使用する様々な表現に広がりをもたらす。


	造
	p.10-11　光とかげから生まれる形　　材料や場所を基にして活動する／材料を基にして

	～暗い場所で～　　２～６

	目標
	いろいろな材料を組み合わせてできる影の形を試しながら，造形的な活動を思い付き，形や色などの感じを捉えながら，活動を工夫して面白い影の形をつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	いつもと違う見方をすることで，新しい見え方を見付け，よりよい見え方をつくりだそうとする子ども。
	○影を投影すると面白いと思う材料を持ち寄り，影をつくりながらどのようなことができそうか考える。

○友人と協力して，できる影の形を確かめながら，材料を組み合わせて活動を工夫する。

○自分たちのつくった影を発表し合い，お互いの表現のよさや面白さを味わう。
	教師・児童：投影してみたい材料（空き容器・厚紙・色セロハンなど），セロハンテープ など

教師：プロジェクタなどの光源，ロール紙・白布などスクリーンになるもの，ひも，ビニルテープ，デジタルカメラ など

児童：はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	材料を組み合わせたり，光の当て方を試したりしながら影の形をつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	光源となるライトや身近な材料を適切に扱うとともに，前学年までの材料や用具についての経験を生かし，組み合わせるなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，身近な材料や影の形や色などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，身近な材料を組み合わせて光を当ててできた影の造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで材料の組合せ方や光の当て方を試しながら，面白い影の形をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｄ「感動，畏怖の念」との関連が深い。光と影がつくりだす形や色などの美しさを感じ取ったことから道徳の学習につなげたい。


	～明るい場所で～　　１～２

	目標
	いろいろな材料を組み合わせてできる影の形を試しながら，造形的な活動を思い付き，形や色などの感じを捉えながら，活動を工夫して面白い影の形をつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	いつもと違う見方をすることで，新しい見え方を見付け，よりよい見え方をつくりだそうとする子ども。
	○いろいろなものの影を確かめながら，どのようなことができそうか考える。

○友人と協力して，できる影の形を確かめながら，材料を組み合わせたり体を使ったりして活動を工夫する。

○デジタルカメラで撮影するなどして，自分たちのつくった影を発表し合い，お互いの表現のよさや面白さを味わう。
	教師・児童：影の形が面白いと思う材料 など

教師：画板，影を投影する画用紙，体育用具などの用具，デジタルカメラ など

児童：帽子 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	材料や体の組合せ方を試しながら影の形をつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，形の組合せによる感じなどが分かっている。
	身近な材料を適切に扱うとともに，前学年までの材料や用具についての経験を生かし，組み合わせるなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，身近な材料や影の形などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形を思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，身近な材料や体を組み合わせてできた影の造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで材料や体の組合せ方を試しながら，面白い影の形をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	理科：理科の太陽の動きにおける「影」との関連が深い。光と影との関係を学んだ上で活動することでより発想が広がる。

道徳：Ｄ「感動，畏怖の念」との関連が深い。光と影がつくりだす形や色などの美しさを感じ取ったことから道徳の学習につなげたい。


	立
	p.12-13　立ち上がれ！ねん土　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す／粘土で　　２～４

	目標
	板状やひも状にした粘土を立ち上げることから表したいことを見付け，形などの感じを捉えながら，手や用具を工夫して使い立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	材料に働きかけ，試行錯誤しながら自らの意思で形を立ち上げたことに自信をもつ子ども。
	○用具を使って，粘土を大きく立ち上げることに興味をもつ。

○板状やひも状にした粘土の形を変えたり組み合わせたりして粘土を立たせる。

○立った粘土の形から思い付いたものを，手と用具の使い方を工夫して表す。

○友人とお互いの作品を見合いながら，よさや面白さを感じ取る。
	教師・児童：粘土板，新聞紙，雑巾 など

教師：土粘土，かきべら，切り糸，のし棒，霧吹き など

児童：粘土べら など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	板状やひも状にした粘土の形を生かして，大きく立ち上がる形を表すときの感覚や行為を通して，形の感じ，形の組合せによる感じなどが分かっている。
	のし棒を適切に扱うとともに，粘土，切り糸，かきべら，粘土べらなどについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，粘土を立ち上げながら感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，形や材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで板状やひも状にした粘土の形を生かして，大きく立ち上がる形を表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：立体に表す題材だけでなく５・６上p.24-25「使って楽しい焼き物」との関連も深い。様々な用具の体験が，表現をより深めることにつながる。


	工
	p.14-15　コロコロガーレ　　遊ぶもの・仕組みから思い付いたものをつくる　　６～８

	目標
	ビー玉を転がしながら，表したいことを見付け，形や色などの感じを捉えながら，材料や用具の使い方を工夫して，楽しいコースをつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分の意思と見通しをもって材料に働きかけ，楽しいことを実現しようとする子ども。
	○つくった簡単なコースや，段ボール箱の中でビー玉を転がしながら，表したいことを考える。

○形や色の組合せを考えながらコースをつくる。

○より楽しくなるようにコースの周りの飾りも考えてつくる。

○友人と遊びながら，お互いの作品のよさや面白さを伝え合う。
	教師・児童：ビー玉，身辺材 など

教師：色画用紙，工作用紙，片面波段ボール，板材，カッターナイフ，カッターマット，釘，金づち，輪ゴム，木工用接着剤，化学接着剤 など

児童：はさみ，のり，水彩用具一式，ペン など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	ビー玉を転がして楽しく遊ぶものをつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	段ボールや紙材などを適切に扱うとともに，カッターナイフなどの切る用具，水彩絵の具，接着剤などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，ビー玉を転がして感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，遊ぶなどして自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んでビー玉を転がして楽しく遊ぶものをつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：紙を折ってコースをつくるには，これまでの紙を折る，立てるという低学年で学んだことを生かすことが重要である。


	絵
	p.16-17　まぼろしの花　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／想像したことから表す　　３～４

	目標
	誰も見たことも聞いたこともないまぼろしの花を，形や色などの感じを捉えながら，表し方を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	少しずつ自分の中に広がっていく思いや想像を大切にする子ども。
	○「まぼろしの花」という言葉から，自分なりの想像を広げる。

○球根や種をつくったり，画用紙に色を塗り込んだりしながら，自分の中のまぼろしの花の世界を育てていく。

○想像したことを基に，材料や用具の使い方を工夫して使い，まぼろしの花の世界を表す。

○友人と作品を紹介し合いながら，よさや面白さを味わう。
	教師：画用紙・色画用紙・黄ボール紙・段ボール，紙粘土，コンテ・パステル，ローラー など

児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，ペン など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	まぼろしの花の世界を表すときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどが分かっている。
	水彩絵の具を適切に扱うとともに，ローラーなどについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，まぼろしの花の世界を想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んでまぼろしの花の世界を想像して表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	外国語活動：表現したことや工夫したことなどをショー・アンド・テルの中で伝え合うことなどが考えられる。


	工
	p.18-19　おもしろアイデアボックス　　飾るもの・使えるものをつくる　　４～６

	目標
	段ボールの形や特徴を生かして，生活で使える入れ物を考え，形や色などの感じを捉えながら，材料や用具の使い方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分の発想や考えで表したものを生活の中で活用することで，生活を豊かに楽しくできることに喜びを感じる子ども。
	○段ボールの形や特徴を生かした自分なりの入れ物を考える。

○材料や用具の使い方を工夫してつくる。

○実際に使うなどしてよさを味わう。
	教師・児童：段ボール箱，包装紙，折り紙・色紙，レース・モール・ひもなどの身辺材，セロハンテープ，定規 など

教師：色画用紙，粘着テープ，木工用接着剤，段ボールカッター，カッターナイフ，カッターマット，きり など

児童：水彩用具一式，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	段ボール箱の形を基に，生活を楽しくする入れ物をつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	段ボール箱を適切に扱うとともに，カッターナイフ，段ボールカッター，水彩絵の具，接着剤などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，段ボール箱の形から感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，用途などを考え，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，実際に使うなどして自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで段ボール箱の形を基に，生活を楽しくする入れ物をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	算数：Ｂ（２）「立方体，直方体などの立体図形」との関連が深い。体験的に特徴を知ることにつながる。


	造
	p.20-21　つつんだアート　　体全体を働かせながら活動する

	～とう明なシートで～　　２～４

	目標
	いつも使っている場所やものを透明なシートで包み，形や色などの感じを捉えながら，活動を工夫して包んだ場所やものの様子が変わることを楽しむ。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自らの工夫で身の回りの環境を変えることができることに興味をもち，変化するよさや面白さを感じ取る子ども。
	○普段使っている場所やものを見て，透明なシートでどこをどのように包むのか考える。

○友人と協力し，包み方を工夫して透明なシートで場所やものを包む。

○包んだ場所を外から見たり中に入ったりして，変化した様子のよさや面白さを味わう。
	教師・児童：セロハンテープ など

教師：養生シート，養生テープ など

児童：はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	身近な場所やものを透明シートで包んだり，包んでできた空間に入ったりするときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	透明シートを適切に扱うとともに，はさみ，セロハンテープなどについての経験を生かし，身近な場所やものを包むなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，透明シート，身近な場所やもの，包んでできる形などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，包んでできた場所やものの様子などの造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで身近な場所やものを透明シートで包みながら，新しい形をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：本題材での経験が高学年での造形遊びにおいて，周囲の様子を考え合わせることにつながる。包んだ場所やものを離れた場所から見るといった活動を積極的に行うとよい。

	～新聞紙で～　　２～４

	目標
	いつも使っている場所やものを新聞紙で包み，形や色などの感じを捉えながら，活動を工夫して包んだ場所やものの様子が変わることを楽しむ。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自らの工夫で身の回りの環境を変えることができることに興味をもち，変化するよさや面白さを感じ取る子ども。
	○普段使っている場所やものを見て，新聞紙でどこをどのように包むのか考える。

○友人と協力し，包み方を工夫して新聞紙で場所やものを包む。

○包んだ場所を外から見たり中に入ったりして，変化した様子のよさや面白さを味わう。
	教師・児童：新聞紙，セロハンテープ など

教師：粘着テープ など

児童：はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	身近な場所やものを新聞紙で包んだり，包んでできた空間に入ったりするときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	新聞紙を適切に扱うとともに，はさみ，セロハンテープなどについての経験を生かし，身近な場所やものを包むなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，新聞紙，身近な場所やもの，包んでできる形などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，包んでできた場所やものの様子などの造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで身近な場所やものを新聞紙で包みながら，新しい形をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：本題材での経験が高学年での造形遊びにおいて，周囲の様子を考え合わせることにつながる。包んだ場所やものを離れた場所から見るといった活動を積極的に行うとよい。


	立
	p.22-23　ゆめのまちへようこそ　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／様々な材料で　　２～５

	目標
	大きく楽しい夢の街を考えるとともに，形や色などの感じを捉えながら，段ボールを積んだり，組み合わせたりするなど表し方を工夫し，協力して立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	友人と協力して，大きな材料に働きかけ，思い付いたつくりたい形に向かって工夫しながら取り組む子ども。
	○協力して大きな夢の街をつくることを知り，どのようなものがあったら楽しいか考える。

○段ボールの組合せ方を工夫したり，形を変えたりしながらつくる。

○思いに合わせて色を塗ったり，形を変えたりする。

○建物を並べて街をつくり，みんなで見て回り，よさや面白さを味わう。
	教師・児童：段ボール，新聞紙 など

教師：クラフト紙，クラフトテープ，共用の絵の具，段ボールカッター，木工用接着剤，洗濯ばさみ など

児童：水彩用具一式 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	協力して，段ボールを使った大きな街をつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	段ボール，段ボールカッターなどを適切に扱うとともに，水彩絵の具，クラフトテープなどについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，みんなで過ごしたい街の様子を想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで協力して，段ボールを使った大きな街をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	社会：４年生「自分たちの都道府県の地理的環境の特色」などで学んだことを生かし，街のいろいろなことを考え合わせて表現につなげることが考えられる。

道徳：Ｂ「友情，信頼」との関連が深い。本題材では，互いに協力することで達成できることがある。本題材での経験を道徳の学習につなげたい。


	絵
	p.24-25　わすれられないあの時　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／生活経験から表す　　６～８

	目標
	生活の中で心に残っていることから表したい様子を思い浮かべ，そのときに感じた気持ちに合う形や色を見付けながら，表し方を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	形や色を工夫することで，感じた気持ちに合う表し方ができることを知り，より深く生活を見つめ，心に残っていることを大切にしようとする子ども。
	○自分の心に残っていることから，表したいことを考える。

○そのときの気持ちが表れるように，材料や用具の使い方を工夫しながら表す。

○友人と作品を見せ合いながら，表したかったことやそのときの気持ちについて伝え合う。
	教師：画用紙・色画用紙，コンテ・パステル など

児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，ペン，色鉛筆 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	毎日の生活の中で忘れられないことやそのときの気持ちを表すときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどが分かっている。
	水彩絵の具を適切に扱うとともに，クレヨン・パス，ペンなどについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，生活の中で感じたこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで毎日の生活の中で忘れられないことやそのときの気持ちを，形や色の感じを生かして絵に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	外国語活動：表現したことや工夫したことなどをショー・アンド・テルの中で伝え合うことなどが考えられる。


	造
	p.26-27　つなぐんぐん　　体全体を働かせながら活動する

	～木のえだで～　　２～４

	目標
	木の枝をつなぎながら造形的な活動を思い付き，形などの感じを捉えながら，つなぎ方や組合せ方を工夫して活動する。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	細い材料でも，工夫次第で大きな形や複雑な形をつくることができることに喜びを感じ，新しい意味や価値をつくりだすことのできる子ども。
	○グループごとに木の枝をつないでどのようなことができそうか考える。

○木の枝を縛ったり固定したりしながら，形をつくり，つくりかえる。

○自分たちの活動を紹介し合い，お互いの活動のよさや面白さを話し合う。
	教師・児童：軍手 など

教師：木の枝，麻ひも など

児童：はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	木の枝をつなぎながら思い付いたことをつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，形の組合せによる感じなどが分かっている。
	木の枝を適切に扱うとともに，ひもなどについての経験を生かし，枝をつないだり組み合わせたりするなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，枝や枝を組み合わせてできる形などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，木の枝をつないだり組み合わせたりしてできた形や場所の造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで木の枝をつなぎながら，思い付いたことを工夫してつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：５・６上p.30-31「立ち上がれ！ワイヤーアート」での，線材を構成して立体に表す活動との関連が深い。構造を考えることは長期的には物理等の分野とも関連する。

	～新聞紙で～　　２～４

	目標
	細く丸めた新聞紙をつなぎながら造形的な活動を思い付き，形などの感じを捉えながら，つなぎ方や組合せ方を工夫して活動する。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	細い材料でも，工夫次第で大きな形や複雑な形をつくることができることに喜びを感じ，新しい意味や価値をつくりだすことのできる子ども。
	○グループごとに新聞紙の棒をつないでどのようなことができそうか考える。

○新聞紙の棒をテープでつないだり固定したりしながら，形をつくり，つくりかえる。

○自分たちの活動を紹介し合い，お互いの活動のよさや面白さを話し合う。
	教師・児童：新聞紙，セロハンテープ など

教師：メンディングテープ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	細く丸めた新聞紙をつなぎながら思い付いたことをつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，形の組合せによる感じなどが分かっている。
	新聞紙を適切に扱うとともに，セロハンテープなどについての経験を生かし，細く丸めた新聞紙をつないだり組み合わせたりするなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，細く丸めた新聞紙やそれを組み合わせてできる形などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，細く丸めた新聞紙をつないだり組み合わせたりしてできた形や場所の造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで細く丸めた新聞紙をつなぎながら，思い付いたことを工夫してつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：５・６上p.30-31「立ち上がれ！ワイヤーアート」での，線材を構成して立体に表す活動との関連が深い。構造を考えることは長期的には物理等の分野とも関連する。


	～わりばしで～　　２～４

	目標
	割り箸をつなぎながら造形的な活動を思い付き，形などの感じを捉えながら，つなぎ方や組合せ方を工夫して活動する。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	細い材料でも，工夫次第で大きな形や複雑な形をつくることができることに喜びを感じ，新しい意味や価値をつくりだすことのできる子ども。
	○割り箸をつないでどのようなことができそうか考える。

○割り箸を輪ゴムで固定するなどしながら，ときには友人と協力するなどして形をつくり，つくりかえる。

○自分たちの活動を紹介し合い，お互いの活動のよさや面白さを話し合う。
	教師・児童：割り箸 など

教師：竹ひご，輪ゴム，モール，ビニルタイ など

児童：水彩用具一式 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	割り箸をつなぎながら思い付いたことをつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，形の組合せによる感じなどが分かっている。
	割り箸を適切に扱うとともに，輪ゴムやモールなどについての経験を生かし，割り箸をつないだり組み合わせたりするなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，割り箸やそれを組み合わせてできる形などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，割り箸をつないだり組み合わせたりしてできた形や場所の造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで割り箸をつなぎながら，思い付いたことを工夫してつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：５・６上p.30-31「立ち上がれ！ワイヤーアート」での，線材を構成して立体に表す活動との関連が深い。構造を考えることは長期的には物理等の分野とも関連する。


	立
	p.28-29　トロトロ，カチコチ・ワールド　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／粘土で　　４～６

	目標
	布やいろいろな材料を組み合わせて液体粘土で固め，表したい世界を思い付き，形や色などの感じを捉えながら，材料の組合せ方を工夫して立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	今の姿とは違う様子を予想しながら工夫して形に表していこうとする子ども。
	○自分の表したい世界を想像し，交流したり，液体粘土の扱い方を共有したりして，活動のイメージをもつ。

○材料の組合せ方や布の様子などから，自分の想像した世界に合う形や感じにする。

○固まった形に，色を塗ったり，様々な材料を組み合わせたりして，自分の想像した世界をつくる。

○作品を友人と見せ合い，それぞれの想像した世界の面白さや，感じの違いなどについて話し合う。
	教師・児童：布，身辺材 など

教師：液体粘土，バケツ，トレー，紙粘土，段ボールカッター，木工用接着剤，化学接着剤 など

児童：水彩用具一式，はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	布や材料を組み合わせ，液体粘土で固めて想像した世界をつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	液体粘土を適切に扱うとともに，水彩絵の具などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，つくりたい世界を想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで布や材料を組み合わせ，液体粘土で固めて想像した世界を表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：５・６下p.28-29「固まった形から」との関連が深い。本題材で，液体粘土を使うことで布やいろいろな材料が固まることを知る。その経験が，高学年での学びにつながっていく。


	絵
	p.32-33　大すきな物語　　
感じたこと，想像したこと，見たことから表す／物語などから感じたこと，想像したことから表す　　４～８

	目標
	物語から想像を広げ，思い浮かべた様子や感じに合う形や色を見付け，どのように表すか考え，工夫して楽しく絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	物語から，いろいろな様子や雰囲気を思い浮かべながら絵に表すことで，さらに想像を広げることを楽しむ子ども。
	〇物語から思い浮かべた様子や感じた雰囲気を話し合う。

〇物語から想像した様子や感じた雰囲気に合う表し方を考え，絵に表す。

〇お互いの表し方の特徴を見付け，ヒントにしながら自分なりに工夫して表す。

〇表した様子や表し方の工夫を味わいながら，友人とお互いの作品を鑑賞する。
	教師・児童：物語

教師：画用紙・色画用紙，コンテ・パステル など　

児童：水彩用具一式，ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	物語から想像を広げて表すときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどが分かっている。
	水彩絵の具を適切に扱うとともに，クレヨン・パス，ペンなどについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，物語に触れて感じたこと，想像したことから表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで物語から想像を広げて絵に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	国語：国語で読んだ詩や物語を基に活動することもできる。文章を読んで自分なりの考えをまとめたり，思いを広げることは国語の「〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ 読むこと」にもつながる。

道徳：Ａ「個性の伸長」やＤ「感動，畏敬の念」などと関連が深い。


	工
	p.34-35　ギコギコクリエーター　　飾るもの・使えるものをつくる

	～ギコギコ名人～　　４～６

	目標
	のこぎりを安全に使い，切ってできた様々な形の木をつないでできる形などを基に，生活で楽しく使えるものを考え，形や色などの感じを捉えながら，材料の組合せ方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	材料と向き合い，用具を安全に扱って，実用性と耐久性のある作品をつくることに喜びを感じ，生活を豊かにしようとする子ども。
	○のこぎりの安全な使い方を知る。

○板材や角材を切って，いろいろな形をつくる。

○切った木を組み合わせながら，表したいことを考える。

○材料を組み合わせたり色を塗ったりしてつくる。

○できたものを飾ったり使ったりしてよさを味わう。
	教師：板材，角材，のこぎり，釘，金づち，きり，クランプ，万力，共用の絵の具，木工用接着剤，洋折れ など

児童：水彩用具一式 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	のこぎりでいろいろな形を切った木を組み合わせて，生活で使えるものをつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	のこぎり，釘，金づち，きり，木材を適切に扱うとともに，水彩絵の具，接着剤などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，切った木を組み合わせて感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，用途を考え，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，実際に使うなどして自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んでのこぎりでいろいろな形に切った木を組み合わせて，生活で使えるものをつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：のこぎりを初めて扱う題材であり，木材を扱う様々な題材に関連する。また中学校技術との関連も深い。


	～わくわく楽き～　　４～６

	目標
	のこぎりを安全に使い，切ってできた形を生かして，音の鳴る仕組みを基につくりたい楽器を考え，形や色などの感じを捉えながら，材料の組合せ方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	材料と向き合い，用具を安全に扱って，実用性と耐久性のある作品をつくることに喜びを感じ，生活を豊かにしようとする子ども。
	○のこぎりの安全な使い方を知る。

○空き容器とたこ糸を使って音が鳴る仕組みを生かして楽器をつくることを知る。

○どのような形や色にしたら楽しい楽器になるか考えながら木や板を切る。

○色を塗ったり飾りを付けるなどしてつくる。

○友人とできた作品で演奏し，表現の工夫やよさを話し合う。
	教師・児童：紙コップ・空き容器 など

教師：板材，角材，たこ糸，ヒートン，のこぎり，釘，金づち，きり，クランプ，万力，共用の絵の具，木工用接着剤 など

児童：水彩用具一式 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	のこぎりで木を切ったり，音の鳴る仕組みを基に楽器をつくったりするときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	のこぎり，釘，金づち，きり，木材を適切に扱うとともに，水彩絵の具，接着剤などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，楽しい楽器を想像したことから，表したいことを見付け，用途を考え，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，実際に使うなどして自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んでのこぎりで切った木や材料を組み合わせて楽器をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：のこぎりを初めて扱う題材であり，木材を扱う様々な題材に関連する。また中学校技術との関連も深い。
音楽：つくった楽器で演奏することなどが考えられる。


	絵
	p.36-37　光のさしこむ絵　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す　　３～４

	目標
	光を通す材料や，並べたり重ねたりする行為の中から，自分の表したいことを見付け，形や色などの感じを捉えながら，表し方を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	いろいろな材料への働きかけを工夫し，光によって変わる見え方や感じ方に気付きながら自分の世界をつくりだそうとする子ども。
	○いろいろな材料に光を通し，光を通すことで見える形や色の面白さに気付く。

○材料を光に通した面白さを試しながら，表したいことを見付ける。

○表したいことに合わせて材料を組み合わせながら表現を深める。

○友人とお互いの作品を光を通して見合いながら，よさや面白さを味わう。
	教師・児童：光を通す材料（色セロハン・透明な空き容器・卵パック・養生シート・プラスチック段ボールなど），ペン，セロハンテープ など

教師：お花紙（薄紙），刷毛，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，化学接着剤 など

児童：水彩用具一式，はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	光を通す材料を組み合わせながら表すときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどが分かっている。
	透明なシートやプラスチック段ボールなどを適切に扱うとともに，色セロハン，お花紙などの材料，木工用接着剤などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，光を通す材料を組み合わせて感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，光を通す材料や自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで光を通す材料を組み合わせて思い付いたことを絵に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：p.10-11「光とかげから生まれる形」との関連が深い。材料経験などを生かすことができる。


	造
	p.38-39　すみですみか　　材料や場所を基にして活動する／場所・環境を生かして

	～小さなすみか～　　２～４

	目標
	学校の中の小さな隅を探して，どのようにつくりかえるのかを考え，形や色の感じを捉えながら，その場所にある材料の使い方や活動を工夫してつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	身の回りにある場所に関心をもち，その特徴やよさを感じ取り，新しい場所につくりかえることを楽しむ子ども。
	○校庭の隅などを見て回りながら，小さい住人が住むすみかがどのようなものか想像する。

○つくる場所を決めて，その場所に合ったすみかを考える。

○周りにあるいろいろな材料を見付け，使い方を試しながら，つくりたいすみかをつくる。

○つくったすみかやその住人などについて友人と紹介し合う。
	教師・児童：活動場所で集めた木の葉や枝，小石などの材料 など

教師：紙粘土，段ボール，紙バンド，段ボールカッター，カッターナイフ，粘着テープ など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	小さな場所を探し，そこにある材料などを使ってつくりかえるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	場所にある材料，身の回りの材料などを適切に扱うとともに，はさみなどについての経験を生かし，組み合わせたり，切ってつないだり，形を変えたりするなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，身近な場所や場所にある材料などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちがつくりかえた場所の造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方について，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで小さな場所を探して，その場所にある材料を使ってつくりかえる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：本題材での経験が高学年での造形遊びにおいて，周囲の様子を考え合わせることにつながる。つくりかえた場所を離れた場所から見るといった活動を積極的に行うとよい。

	～大きなすみか～　　２～４

	目標
	自分たちのすみかをつくりたい場所を探して，どのようにつくりかえるのかを考え，形や色の感じを捉えながら，身近な材料の使い方や活動を工夫してつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	身の回りにある場所に関心をもち，その特徴やよさを感じ取り，新しい場所につくりかえることを楽しむ子ども。
	○自分たちのすみかをつくるとしたら，どの場所が活用できそうか考える。

○いろいろな材料を試しながら，つくりたいすみかをつくる。

○友人と，つくったすみかやそこでの暮らし方などを紹介し合い，お互いのすみかのよさや面白さを捉える。

○できたすみかをお互いに訪問し合う。
	教師・児童：段ボール など

教師：模造紙，画用紙，共用の絵の具，段ボールカッター，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，粘着テープ，両面テープ など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	自分たちのすみかをつくりたい場所を探し，材料を組み合わせてつくりかえるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	段ボールなどを適切に扱うとともに，段ボールカッター，はさみや接着剤についての経験を生かし，組み合わせたり，切ってつないだり，形を変えたりするなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫してつくっている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，身近な場所や場所にある材料などを基に造形的な活動を思い付き，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちがつくりかえた場所の造形的なよさや面白さ，造形的な活動，いろいろなつくり方について，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで自分たちがつくりかえたい場所を探して，身近な材料を使ってつくりかえる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：本題材での経験が高学年での造形遊びにおいて，周囲の様子を考え合わせることにつながる。つくりかえた場所を離れた場所から見るといった活動を積極的に行うとよい。


	工
	p.40-41　幸せを運ぶカード　　伝え合うものをつくる　　４～６

	目標
	飛び出す仕組みを基に，伝えたいことが楽しく伝わるカードを考え，形や色などの感じを捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	相手の気持ちを考えながら，より喜んでもらえるものをつくろうと工夫して表し，自分の気持ちを伝えようとする子ども。
	○教科書などを見て飛び出す仕組みを知り，つくる。

○仕組みを動かしたり，伝えたい相手や伝えたいことを考えながら表したいことを考える。

○気持ちが伝わるように材料や用具の使い方を工夫する。

○できたカードを友人と見合ったり，相手に渡したりしてよさや工夫を感じ取る。
	教師・児童：身辺材，折り紙・色紙 など

教師：画用紙・色画用紙，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤 など

児童：クレヨン・パス，ペン，色鉛筆，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	気持ちを伝えるカードを，飛び出す仕組みを使ってつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	カッターナイフ，色画用紙などを適切に扱うとともに，切る用具や接着剤などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，仕組みを動かして感じたことや，伝えたいことから，表したいことを見付け，用途を考え，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで気持ちを伝えるカードを，飛び出す仕組みを使ってつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	算数：Ｂ「図形」の並行や垂直，立体の見取り図などの学習との関連が考えられる。

道徳：Ｂ「感謝」との関連が深い。道徳の学習の後に，本題材に取り組むことも考えられる。


	立
	p.42-43　森のげいじゅつ家　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す／様々な材料で　　４～６

	目標
	木の材料を組み合わせながら，つくりたいものを考え，形や色などの感じを捉えながら，表し方を工夫して立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	木の材料に触れてそのよさやぬくもりなどを感じ取りながら表現を深めていく子ども。
	○木の材料に触れたり，見たりしながら，つくりたいもののイメージをもつ。

○のこぎりや金づちなどの扱い方に留意し，材料をつないだり，組み合わせたりする。

○つくりたいものの感じに合う材料なども使いかながらつくりかえる。

○友人とお互いの作品を見合いながら，よさや面白さを感じ取る。
	教師・児童：木切れ，小枝・木の実などの自然材，ひも類，身辺材 など

教師：角材，板材，丸材，のこぎり，金づち，釘，釘抜き・ペンチ，木工用接着剤，クランプ・万力 など

児童：水彩用具一式 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	木の材料を組み合わせながら思い付いたものを表すときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	のこぎり，金づち，釘，木の材料を適切に扱うとともに，木工用接着剤などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，木の材料に触れて感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，木の材料や自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで木の材料を組み合わせながら思い付いたものを表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｄ「自然愛護」との関連が深い。自然材の手触りやにおいなども含めた全身の感覚を通して感じたことを，道徳の学習につなげたい。


	工
	p.44-45　ゴー！ゴー！ドリームカー　　遊ぶもの・仕組みから思い付いたものをつくる

	～ゴムの力で～　　６～８

	目標
	ゴムの力で動く仕組みから表したい車を考え，形や色などの感じを捉えながら，材料や用具の使い方を工夫して，楽しく走る車をつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	生活や他教科での経験や学習を生かしながら，自分の思いをよりよく実現させていくことに喜びを感じる子ども。
	○ゴムの力で動く車の仕組みを知り，つくる。

○仕組みを動かしながら表したい車を考える。

○確かめながら，材料や用具を工夫して，自分だけの車をつくる。

○友人と一緒に車を走らせ，よさや面白さを感じ取る。
	教師・児童：空き箱，ペットボトルキャップ など

教師：色画用紙・厚紙，片面波段ボール，段ボール，輪ゴム，ストロー，たこ糸，竹ひご，カッターナイフ，カッターマット，きり，木工用接着剤，化学接着剤 など

児童：ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	ゴムの力を使って，走らせて楽しむ車をつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	カッターナイフ，接着剤などを適切に扱うとともに，紙材や切る用具などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，車が走る様子を想像したことや仕組みを動かして感じたこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，車を走らせるなどして自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んでゴムの力を使って，走らせて楽しむ車をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	理科：３学年Ａ(2)「風とゴムの力の働き」との関連が深い。学んだことを思い出すなどしながら，題材に取り組みたい。

プログラミング教育：ゴムや風ではなく，プログラムで動きを制御することも考えられる。その動きを基に表したいことを考えるようにすることが重要である。

	～風の力で～　　４～６

	目標
	風の力で動く仕組みから表したい車を考え，形や色などの感じを捉えながら，材料や用具の使い方を工夫して，楽しく走る車をつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	生活や他教科での経験や学習を生かしながら，自分の思いをよりよく実現させていくことに喜びを感じる子ども。
	○風の力で動く車の仕組みを知り，つくる。

○仕組みを動かしながら表したい車を考える。

○確かめながら，材料や用具を工夫して，自分だけの車をつくる。

○友人と一緒に車を走らせ，よさや面白さを感じ取る。
	教師・児童：空き箱，ペットボトルキャップ など

教師：色画用紙・厚紙，片面波段ボール，ストロー，竹ひご，カッターナイフ，カッターマット，きり，木工用接着剤，化学接着剤 など

児童：ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	風の力を使って，走らせて楽しむ車をつくるときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどが分かっている。
	カッターナイフ，接着剤などを適切に扱うとともに，紙材や切る用具などについての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，車が走る様子を想像したことや仕組みを動かして感じたこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，車を走らせるなどして自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで風の力を使って，走らせて楽しむ車をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	理科：３学年Ａ(2)「風とゴムの力の働き」との関連が深い。学んだことを思い出すなどしながら，題材に取り組みたい。

プログラミング教育：ゴムや風ではなく，プログラムで動きを制御することも考えられる。その動きを基に表したいことを考えるようにすることが重要である。


	絵
	p.46-47　ほってすって見つけて　　版に表す　　４～８

	目標
	版を生かして表したいことを考え，形などの感じを捉えながら，材料や用具の使い方を工夫して，版に表すことを楽しむ。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	新しい用具や表現方法に触れ，そのよさを味わいながら表現を広げていくことに喜びを感じる子ども。
	○彫刻刀の安全な扱いについて知る。

○表したいことを考え，下絵にかき，版木に写して彫る。

○彫った形を刷って，さらに彫り足すなどして表現を深める。

○友人とお互いの作品を見合って，彫りの工夫や作品のよさや面白さを伝え合う。
	教師・児童：新聞紙 など

教師：版木，版画用紙，版画用具一式，トレーシングペーパー など

児童：彫刻刀，ペン など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	彫刻刀を使って，彫り方を試したり，刷って確かめたりするときの感覚や行為を通して，形の感じ，形の組合せによる感じなどが分かっている。
	彫刻刀を適切に扱うとともに，版画の用具についての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，彫刻刀で板を彫って感じたことや，生活の中で感じたことから，表したいことを見付け，形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えている。
	形の感じ，形の組合せによる感じなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで彫刻刀を使って，彫り方を試したり，刷って確かめたりしながら版に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：彫刻刀を初めて使用する題材であり，安全で適切な扱いを身に付けるようにすることは，次年度以降の版に表す題材のみならず５・６上p.48-49「わたしのいい形」などでの表現の広がりにもつながる。


	鑑
	p.48-49　からだでかんしょう　　自分の作品や身近な美術作品などのよさや面白さ・美しさを感じ取る　　１～２

	目標
	美術作品を見たり体や身近にあるものを使ってまねたりしながら，形や色などの感じを捉え，作品のよさや面白さを味わう。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	同じものを見ていても感じ方は多様であることに気付き，自分と違う感じ方や考え方も認めようとする子ども。
	○美術作品を鑑賞して，その形や色，組合せから受ける感じについて話し合う。

○作中の人物のポーズや作品の感じから受ける印象を体で表す。

○自分なりに体のポーズを工夫するとともに，友人と話し合うなどして，よりよくしようと協力して活動する。

○ポーズをまねてみて感じた作者の意図や友人の表し方との違いについて話し合う。
	○教師：美術作品のポスター，デジタルカメラ，ワークシート など

○児童：筆記用具 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	美術作品を見たり体を使ってまねたりして鑑賞するときの感覚や行為を通して，形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどが分かっている。
	
	
	形の感じ，色の感じ，それらの組合せによる感じ，色の明るさなどを基に，自分のイメージをもちながら，身近な美術作品の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。
	つくりだす喜びを味わい進んで美術作品を見たり体や身近にあるものを使って真似たりして，作品のよさや面白さを味わう学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	体育：Ｆ「表現運動」との関連が深い。美術作品を見て感じたことや，体で真似したことなどから，表現運動につなげることができる。
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